
1. 背景と目的
　1954年、Red Dot Design Award(以下、RDDA)が
設立されて以降、毎年世界中から応募された製品の
中からデザインの優れたものにその賞が与えられ
る。そして、座ることを目的とした家具の中に椅子
やスツールなど (以下、椅子と総称 )がある。これ
までも建築家やデザイナーなど多くの人々が椅子の
デザインに携わってきた。時代によって変遷はある
が、構造や材料、人間工学などの諸工学・技術、芸
術性や思想性までを含む文化的背景もすべて椅子の
デザインに結びついてきた 1)。日本においても近年、
家具のデザインに対する関心がより一層高くなって
いる 2)。今日も市場調査のもと、様々な趣向を凝ら
した家具の製品開発が行われている。しかし、ユー
ザーの価値基準が多様化している現在、ユーザー
各々のニーズに沿った製品を生み出すことは難し
い。そこで、椅子のデザイン指標が明らかになれば
椅子の製品開発に貢献することができると考えた。
　グッドデザイン賞をもとにしたデザイン評価指標
の構築を行った既往の研究は存在するが 3)、RDDA
の椅子を対象としたデザイン評価指標の構築は行わ
れていない。そこで本研究は、過去 8年間の RDDA
を受賞した椅子を対象として、そのデザイン評価を
分析することで、RDDAにおける椅子のデザインの
評価指標を構築し、今後の家具のデザイン活動に役
立てることを目的とする。
2. 研究方法
　本研究では、文献調査による過去の名作と呼ば
れる椅子のデザイン調査（以下、文献調査）と、
RDDA受賞作品の分析（以下、分析調査）の 2つの
調査を行う。文献調査では椅子を中心としたデザイ
ン史の中でどのような椅子が評価され、名作と呼ば
れているのかを、分析調査では審査員講評が閲覧可
能な 2011年から 2018年の 8年間の RDDAの特徴
や動向、評価指標をそれぞれ明らかにする。
3. 調査概要
3.1 文献調査　椅子の歴史とデザイン動向について
記載されている文献をもとに調査を行った。近代以
降に起こったデザイン運動や社会動向についての文
献を対象とし、椅子はどのような変遷を経て現代に
至るのかを調査した。そして、過去にはどのような
椅子が高く評価され名作と呼ばれているのかを明ら
かにする。また各時代のデザイン運動や社会的デザ

イン動向と椅子デザインについても明らかにする。
3.2 分析調査　イヤーブック 4)や公式ホームページ
5)で審査員講評が閲覧可能な 2011年から 2018年の
過去 8年間の RDDA受賞作品を対象とし、分析を
行った。今回の調査では座ることを目的とした家具
もしくは椅子が含まれる家具シリーズの作品を対象
とした。これらの分類と文献調査の結果をもとに、
RDDAにおけるデザインの評価指標を構築する。
《分析 1》各作品の審査講評による分類　対象作品
286件において、各作品の審査講評による分類を行
う。各作品の審査委員コメントの中から、受賞理由
が明記されている箇所を短い文章もしくは単語群で
抽出し、その表現を各作品の評価指標とした。全部
で 733の評価指標を抽出し、その抽出した評価指標
の内容は、以下の 6点にしたがって吟味した 3)。
1.実際の使用体験や使用イメージの必要性の有無
2.対象物のどこに対する評価か
　2-1.対象物のカテゴリについてか
　2-2.商品要素（ハード面）についてか
　2-3.商品要素（ソフト面）についてか
3.評価の内容は何か
　3-1.評価内容の補語（どこ、誰など）の有無
　3-2.評価内容の核となる内容は何か
　その後、吟味した評価指標をデザイン評価指標マ
トリックスの中で分類した。これは、既往の研究 3)

において構築されたものをもとに、RDDA受賞作品
を分類するために整理し直したものである。デザイ
ン評価指標マトリックス内の行は商品の部分を、列
は評価項目を表している。
《分析 2》 コレスポンデンス分析　対象作品 286件に
おいて、各作品に載っている審査委員コメントの中
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表 1　分析のためのワード抽出例



から、受賞理由が受賞理由が明記されている箇所を
単語で抜き出し、その表現を評価視点とした。抽出
した内容は以下の 2点に従って吟味した。
1.対象物の評価された箇所を【評価対象】とし、38
語に分類されたどの評価対象に当てはまるか。
2.評価内容に用いられている言葉を〈評価語〉とし、
59語に分類されたどの評価語に当てはまるか。
　その後、吟味した評価視点でコレスポンデンス分
析を行い、評価箇所と評価語の関係を可視化するた
めにその結果をポジショニングマップに布置した。
《分析 1》の評価指標の抽出例、《分析 2》の評価視
点の抽出例を合わせて表 1に示す。
4. 結果と考察
4.1 文献調査　社会動向の年表を図 1に示す。19世
紀後半、イギリスの産業革命による安易な大量生産
への反発からウィリアム・モリスが主張する手工芸
の復活がアーツ・アンド・クラフツ運動へと広がり
を見せ、後のデザイン動向に大きく影響した 6)。同
じような時期に曲木技術が開発され、この技術を利
用したノックダウン方式の家具が生まれた。また、
1910年代後半頃からオランダで起こったデ・ステ
イルの中で登場したレッドアンドブルーチェア注 1)

ではダボと釘ネジによる部材の結合方法が生まれ
た。また、同時期に発表された抽象画から感化され
た色合いが椅子に使われるという、工芸と芸術が融
合が実現した。1919年にドイツで設立されたデザ
イン学校バウハウスは芸術と技術の統合を目標とし
た。その学校には教授として多くの家具デザイナー
が在籍し、スチールパイプなどの新素材を使った機

能主義的な椅子が多く生み出された。1920年代に
なると北欧諸国ではその素朴な環境から生まれた機
能的で装飾の少ない椅子が多く登場した。また、こ
れらの椅子は機械生産と手仕事の上手な調和も特徴
である。この時期には木材の成形合板や挽き曲げ
などの新技術、FRP(繊維強化プラスチック )など
の新素材も登場し家具デザインの幅が大きく広がっ
た。1950年代になるとアメリカでは家具の需要が
高まった。その中で、新素材・技術を活かしつつ安
価に量産出来る家具がチャールズ・イームズ注 2)を
はじめ多くのデザイナーにより生み出された。それ
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表 2　デザイン評価指標マトリックス

1850年 1900年 1950年 2000年

アーツ・アンド・クラフツ運動

フランス
アール・ヌーヴォー

ウィーン分離派

1914
第一次世界大戦 勃発

1918
第一次世界大戦 終了

1961
モリス商会 設立

1949
トーネットが
量産曲木椅子を発表

1959
トーネットが
No.14を発表

ウィーン工房
1903
ウィーン工房が
プルカースドルフ・サナトリウムの
ためのアームチェアを発表

デ・ステイル
1918
リートフェルトが
レッドアンドブルーチェアを発表

1932～33
リートフェルトが
ジグザグチェアを発表

バウハウス
1929
ミース・V.D.ローエが
バルセロナチェアを発表

1925
ブロイヤーが
ワシリーチェアを発表

1952
ヤコブセンが世界初の背と座の
一体成型合板アントチェアを発表

1932
アルヴァ・アアルトが挽き曲げ
技術を利用したスツールE60を発表

1939
第二次世界大戦 勃発

1945
第二次世界大戦 終了

イタリアンモダンデザイン
1951
ジオ・ポンティが
スーパーレジェーラを発表

1959～60
ヴェルナー・パントンが
世界初のFRPによる一体成型の
パントンチェアを発表

1950
チャールズ・イームズが
DSSを発表

スカンディナビア・デザイン

1965
イタリア・ミラノで
国際家具見本市が始まる

1956
柳宗理が
バタフライスツールを発表

図 1　椅子のデザインを中心とした社会動向の年表



らの多くが人間工学などの機能性、使い勝手の面で
も優れていた。1950年代以降、家具デザインはイ
タリアでも隆盛していく。イタリア人の自由で遊び
心のある発想、職人とデザイナーの円滑なコミュニ
ケーションなどの要素が多くの優れたデザインの椅
子が生まれた。1965年からミラノで始まった国際
家具見本市は今でも毎年開催され、世界中から注目
を集めている 7)。
4.2 分析調査
《分析 1》　8年間すべての評価指標を分類した結果
を表 2に示す。『D：外観』に関する評価が最も多かっ
た。その中でも、『審美性・品質の確保』に関する
評価が多かった。このことより、RDDAにおいて椅
子の評価では外観の美しさが最も重要になっている
と考えられる。また、『C：使用や設定』の『柔軟性・
選択性』、『性能』の『ユーザーの心身への配慮』、『L：
素材』の『各要素の優秀さ』に関する評価も多いこ
とが分かる。このことから、あらゆるシチュエーショ
ンやインテリアで使える使い方の柔軟性、高い座り
心地などを実現している人間工学性、高品質な素材
を使うことが評価されていると考えられる。また、
あまり多くはないが、『L：素材』の『持続可能性』
に関する評価がされている作品がある。このことか
ら、家具の分野においても環境に優し素材やリサイ
クルが可能な素材を巧みに使っていることも評価に
つながっていることがあると分かる。
《分析 2》　コレスポンデンス分析の結果のポジショ
ニングマップを図 2に示す。評価語と評価対象の位
置関係から、縦軸を「ハード面・ソフト面」、横軸を「全
体・詳細」と名付けた。また、ポジショニングマッ
プ上の近いものをまとめることで、3つのグループ
に分けた。3つのグループ名をそれぞれ、[ 外観的
視点 ]、[ 素材・ディテール的視点 ]、[ 使い勝手視点 ]
と名付けた。分析でできたポジショニングマップに

ついて 3つのグループごとに考察していく。
(1)外観的視点　評価対象に【appearance】、【shape】、
【lines】と見た目に関わる評価対象が多く集まって
いることからこのように名付けた。また、評価語の
関係を見ると、〈elegant〉の位置が【appearance】と
ほぼ同じ位置にあるため、外観に関して優れたもの
にはエレガントであるという評価がなされている
傾向にあると言える。また、同じグループの中に
〈modern〉、〈classical〉、〈timeless〉という評価語が
入っていることから、古風なものから、現代的なも
のまで幅広く評価されている事が分かるが、飽きの
こないものであることが評価として重要なことが分
かる。また、〈simple〉、〈minimalist〉という評価語
もあることから要素の少ないシンプルな見た目のも
のが評価されているとも言える。
(2)素材・ディテール的視点　評価対象に【material】、
【detail】、【essential】が含まれていることからこの
ように名付けた。まず、【material】に関して見る
と、〈well-combination〉、〈high-quality〉、〈robust〉、
〈sustinability〉が近くに位置している。このことから、
素材に関して素材単体の質の高さだけではなく、素
材の巧みな組み合わせやが評価されている傾向があ
る。またそれに加え、素材の品質や丈夫さ、環境的
に持続可能であるかという評価も関係性が強いと言
える。次に、【detail】の周辺には【craftmanship】も
位置している。このことより、評価対象として職人
技による仕上げとディテールは評価として大きく関
係していると考えられる。
(3)使い勝手視点　評価対象に【use】、【adjustable】、
【situation】などの使う場所や使い方に関するものが
多かったことからこのように名付けた。評価語の
〈comfortable〉の周辺には【use】、【seating】が位置
し、座面の快適性や使うこと自体の快適性は評価の
関係性として強いと考えられる。また、【situation】、
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図 2　コレスポンデンス分析によるポジショニングマップ



【注釈】
注 1) オランダの家具デザイナーであるヘリット・トーマス・リートフェルト (1888～ 1964)に
よりデザインされた木製椅子。1918年に発表。
注 2)アメリカの家具・インテリアデザイナーで建築家 (1907～ 1978)。
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【use】、〈diverse〉、〈fl exible〉が同じグループに位置し、
その製品を使うシチュエーションや使い方の多様性
や柔軟性が評価されやすいことが分かる。
5. RDDAの評価指標の構築
　表 2のデザイン評価指標マトリックスをもとに、
RDDAの評価指標の構築を行う。《分析 1》の分析
の中で、デザイン評価指標マトリックス内の評価項
目は『ユーザビリティ』、『審美性・品質』等の大項
目のみでも十分な評価が行えると判断したため、小
項目は除外した。代わりに、評価指標が多かった小
項目をもとに大項目に関する説明を考察し、付記し
た。また商品の部分については、8年間の評価の中
でも合計数が 1桁であったものは除外するか似たよ
うな商品の部分と並記することとし、代わりに『そ
の他』の項目を作成した。このようにして構築でき
た RDDAの評価指標を表 3に示す。
　さらに、各評価項目にウェイト付けを行う。これ
によって、今回構築する RDDAの評価指標が、椅
子の企画開発を行う中での社会動向の把握等に活用
できると考えられる。8年分すべての評価において
ウェイト付けを行った。それぞれの評価項目におけ
る評価指標数の合計が 100となるように配分し直
し、それを各評価項目のウェイトとした。ウェイト
付けの結果を図 3、に示す。また、文献調査や《分
析 1》、《分析 2》の結果ももとに考察していく。
　拡大項目のウェイトを見ると、まず『審美性・品質』

が最も多くを占めていることが分かる。このことか
ら、椅子の外観に関する美しさは過去から今にかけ
て変わらず評価される視点であると考えられる。ま
た、素材の質だけでなく素材同士の組み合わせ、さ
らには新素材の積極的な活用に関しても今に至るま
で変わらず続いてきた評価されている。また、今後
も椅子の素材追求は進んでいくことと考えられる。
　『ユーザビリティ』も大きいウェイトを占めてい
る。使い心地などの性能的な視点は過去からあった
が、使うシチュエーションの柔軟性が評価されてい
ることから、建築設備としての印象が強かった椅子
が独立したプロダクト製品としての印象に変わって
きていると考えられる。
　そして、『サスティナビリティ』のウェイトは低
かった。また、素材の持続可能性などの環境保護的
な評価は文献調査ではあまり見られなかったが、素
材の持続可能性などの評価は《分析 1》、《分析 2》
からも見られる。このことから、環境保護の面の評
価は今後ウェイトを増していくと考えられる。
6.まとめ
　本研究では RDDAの 8年間の特徴や動向、歴史
的な椅子のデザイン動向が明らかになった。文献調
査から、過去の椅子のデザイン動向が分かった。
また、分析調査から、外観に関する審美性が最も多
く評価されていることが分かり、評価の視点は [外
観的視点 ]、[素材・ディテール的視点 ]、[使い勝
手視点 ]に分けられることが分かった。そして、近
年の評価は、『審美性・品質』、『ユーザビリティ』
のウェイトが高いことが分かった。これらの結果を
もとに RDDAの椅子に関するデザインの評価指標
の構築を行ったが、この指標が今後、椅子などの家
具の企画や開発を行う中で、有効な尺度として活用
されることを期待する。
　今後の課題として、RDDAの評価指標を、椅子の
デザインに実際に活用してみる必要がある。さらに、
この指標は社会動向によっても常に変化するため、
定期的にこのような調査を行いながら、評価指標の
更新を行っていく必要がある。
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図 3　8年分すべてのウェイト
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表 3　本研究で構築した RDDAの評価指標


